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研究成果の概要（和文）： 
 
我々は医療現場において 5分程度で判定可能な乳児を対象とするデジタル健診課題を作成し

た。生後 9-18 ヶ月の定型発達児とハイリスク児と早産児を対象に知覚認知機能の検討を行い、
デジタル健診課題の有効性を検討した。その結果、ハイリスク群と早産児群の不通過率は定型
発達群に比べて高い傾向がみられた。特に再注視課題と、色と運動の統合課題と、音声と顔動
画の統合課題についてはハイリスク群と定型発達群との間に有意な差がみられた。このことか
らデジタル検診課題は簡便で妥当性がある可能性が示唆された。 
 
研究成果の概要（英文）： 
 
 We composed a new developmental diagnosis for infants. This research compared the 
un-passed rate of five tasks for the new diagnosis to examine the validity of the 
developmental diagnosis. Participants were 9-18 months infants who might have risks, 
no risk of developmental disorders, and premature infants. As a result, the un-passed 
rate of the high-risk and the premature group were higher than the normal group. 
Especially for attention task, face and voice task, and color from motion task, there 
was a significant difference between high-risk and normal groups. This suggested that 
this new developmental diagnosis had potential for a convenient and valid assessment. 
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１． 研究開始当初の背景 
 

本研究計画では、知覚・認知能力などの入
力系と、運動を計画し実行していく出力系を
構成する基礎的能力が、言語運用能力や社会
的認知能力などの対人的な能力の発達につ
ながっていくとの仮説のもと、それぞれの能
力をチェックする目的で、各健診テスト項目
が用意される。実際、近年の自閉症、失読症、
などの発達障害に関する欧米での最新の知
見をみると、社会的能力よりも、より基礎的
な運動視に障害があったり、逆に埋め込み図
形の発見にすぐれていたりなど、知覚・認知
能力に特徴がみられることが明らかとなり
つつある（Pellicano et al., Neuropsych 
2005; Behrmann et al., Trends in Cog Sci 
2006）。これら基礎的能力の「発達的バラン
スの偏り」として発達障害をとらえ、知覚認
知課題において各課題での偏りを発見する
ことで、発達障害の早期発見をめざす。具体
的には、論文などで結果が明確になっている
乳児を対象とした知覚認知実験をベースに、
医療現場においても短時間で実行可能な課
題のセットを準備する。この課題の成績と、
多くの乳児を診断してきた小児科医による
小児神経学的な知見をつきあわせることに
より、課題の有効性を確認していく。 
 
２．研究の目的 
 

本研究計画の最大の目的は、乳幼児を対象
とした最新の知覚・認知実験の成果をベース
に、新しい乳幼児健診プログラムを開発する
ことである。近年、子育て環境の変化、メデ
ィアの発展など、子どもたちを取り巻く環境
が激変している。こうしたなか、自閉症、注
意欠陥障害など、さまざまな障害をもつ子ど
もたちの発達を支援・保障していくことは、
現場のみならず発達研究においても、ますま
す重要なものとなってきている。従来、こう
した発達障害児を発見もしくは訓練するに
あたってはいわゆる「心の理論」など、母子
関係や社会的な能力を重視する傾向にあっ
た。しかし近年、欧米を中心とする認知発達
の専門家から、社会的な能力ではなく、知覚、
認知、運動といった基礎心理学的能力こそが
発達障害の原因である、との考えが生まれて
きている。また国内においても、乳児を対象
とした知覚研究が、我々のグループを筆頭に
多くの成果を挙げるようになってきた。 

そこで本研究計画では、これら知覚・認知
研究の成果を基礎とし、言語獲得および社会
的相互作用の能力へとつながっていく、より
基礎的な能力をチェックするテストプログ
ラムを考案し、最終的には発達障害の早期発
見とその支援・訓練プログラムの開発をめざ

していく。   
本研究計画は、3 年間を想定しているが、

大きくわければ次の 3つの段階に分けること
ができる。 
1）プログラムの項目の開発と選定 
2）プログラム項目の月齢ごとの通過率の測

定、必要な試行数の調整 
3）現場における実行可能性、妥当性の検討 

まず初年度においては、健診テストの項目
の選定を行う。具体的には、すでに我々の先
行研究により、どの月齢においてどの程度の
割合の乳児が当該のテストをパスするのか、
その結果がある程度明らかになっている知
覚・認知課題をベースに、10 から 20 秒前
後の短時間で結果が出るような手続きを考
案し、健診項目の候補となるテストをリスト
アップしていく。その際、選好注視などの手
続きを用いた課題を中心にテスト項目を作
成する。また長年乳幼児健診に携わってきた
研究分担者の小椋や小西のノウハウをもと
に、すでに用いられてきた乳幼児テストバッ
テリーからも一部テスト項目をリストアッ
プしていく。 
次年度、および次々年度においては、すで

にリストアップされたテスト項目をベース
に、現場において用いることができる項目と
そうでない項目に振り分けていく。現場にお
いて用いることが難しい項目は、試行数や試
行時間、あるいは刺激の呈示方法などを改善
し、健診の現場での使用に耐えうるものにし
ていく。具体的には、中央大、京都大などの
乳児研究室において試行数や呈示方法など
を検討し、香川大、帝京大、独協大、久留米
大などの小児科の現場で、実際にこのテスト
を用いて月齢ごとの通過率の測定を行い、項
目の問題点・改善点などを明らかにしていく。
最終年度においては、このようにして申請グ
ループの研究分担者によって作成されたテ
スト項目を、外部の小児科医の方々の協力を
えながら、ブラッシュアップしていく。具体
的には、小西の指導のもと、さいたま市の総
合療育施設である「ひまわり学園」や外来小
児科学会、さらには小児神経学会などを通じ
て、全国の小児科医、臨床心理士、言語聴覚
士の有志を募り、このテスト項目の妥当性を
検討していく。 
 
３．研究の方法 
 
本研究計画を具体的に実行していくには、

テスト項目を内外の先行研究に照らし合わ
せてリストアップし、予備テストを行いなが
ら手続きを修正していくことが必要となる。
提案された健診テスト項目が、本当に医療現
場や健診の現場において使用に耐えうるも
のであるのか、という点である。健診の現場



は実験室とは異なり、部屋の明るさ、音の環
境、背景のノイズなど、心理学実験の環境と
して十分でない場合が多い。また、試行数な
ども、実験として統計的妥当性を検討する場
合に比べ、健診場面では、時間の制約などか
ら十分な試行数を確保できない。こうした困
難を突破し、真に実用に耐えうる健診プログ
ラムを開発するに、医療や養育の現場におい
て繰り返し実験を行う。 

本計画では、心理グループによりリストア
ップされたテスト項目を、心理グループにお
ける赤ちゃん実験室において予備的に検討
し、作成されたテストを医師グループで実行
してもらい、その結果をふたたび心理グルー
プにフィードバックしていく。この作業は、
定期的に開かれる健診研究会において議論
されることになる。 

 
(1)平成 21 年度においては、まず健診項目の
リストアップを行っていく。まず本研究グル
ープは、大きく心理グループと医師グループ
に分けることができる。心理グループは主に
テスト項目を考案し、予備的な実験を、乳児
を対象に行いながら、テスト項目を改善して
いく。心理グループは、主に乳児の知覚認知
について検討する中央大学グループ、乳児の
社会的認知を検討する京都大学グループ、言
語・認知的能力を検討する神戸大学グループ
から成る。これら心理グループにより開発さ
れた健診のテスト項目を、上記各医師グルー
プによりその妥当性を検討していく。医師グ
ループの統括を、同志社大学の小西が行う。
このテスト項目の妥当性の検討結果は、定期
的に開かれる研究会において両グループで
検討され、主に現場での実行可能性を重視し
ながら問題点を議論し、テスト項目の手続き
を改善していく。 
 
(2)平成 22 年度においては、リストアップさ
れた仮の健診項目を、現場においてできるだ
け簡便に少ない時間で、通過か否かを判断で
きる手続きを検討し開発していく。その際、
仮に現場において、どうしても実行が難しい
などのことが明らかになった場合は、同じよ
うな能力を測定する他の健診項目を柔軟に
模索していく。その過程では、中央大学、京
都大学、神戸大学の各乳児研究室と緊密に連
携をとり、予備的な実験を繰り返していく。
そこでは、現場の医師や看護士、心理士など
の実験に不慣れな方であっても、健診項目を
実行できるような DVDを用いたマニュアルを
整備していく。健診項目は、上記にあげたも
のの中に、すでに既存の健診項目として用い
られ、月齢ごとの通過率がデータとして明確
になっているものもあるが、たとえば知覚・
認知課題の多くは、論文のレベルにおいては
その発達過程が明らかではあるものの、実際

に制限された時間の中で、月齢ごとの通過率
が測定できるか否かは不明である。本研究計
画ではこの点を留意し、(A)4 試行程度で合否
が判明し月齢ごとの通過率のデータもある
か、もしくはすでに現場において合否判定に
用いられている、（B）1から 4試行程度で合
否が判明するが、月齢ごとの通過率のデータ
がない、（C）10 試行以上を必要とする実験場
面などの統制された条件で 70％程度の強い
選好を引き出すことが、論文などで示されて
はいるが少ない試行で合否を判定できるか
は不明、などの基準で各健診項目をランク付
けし、項目の選定作業を行っていく。 
 
（3）平成 23 年度以降においては、ある程度
実行可能な健診項目を決定し、医師グループ
の現場で健診を実行していく。その際、健常
児と早産児の双方にも、健診項目を実行しそ
の発達過程を追いかけていく。検討する月齢
は、4ヶ月、9ヶ月、1歳半、2歳、3歳、の
各月齢・年齢を１つの目安とし、可能な限り
縦断的に健診を行う。また、外来小児科学会
を中心に、開業医の方でこのプロジェクトに
理解のある医師を募り、整備されたＤＶＤの
マニュアルをわたすことで、この健診プログ
ラムを実行してもらう。さらには、各医師グ
ループが統括する保健所においても、この健
診に興味を示す方を募り、ＤＶＤを渡すこ 
とでプログラムを実行してもらう。これらの
過程において、ある程度月齢ごとの通過率な
どのデータを収集しながら、健診項目として
妥当なものとそうでないものをふりわけ、ま
た、手続きとして実行が簡単なもの、難しい
ものを選別していき、この健診プログラムの
第一版を完成させ、公開することをめざす。
しかし、本当に、療育施設や病院などの現場
においてこの健診プログラムを使ってもら
うためには、その妥当性に関する客観的なデ
ータが必要である。また、その意義を広く啓
蒙するような機会も必要となる。本研究計画
では、発達心理学会、保育学会、赤ちゃん学
会、外来小児科学会などの学会においてシン
ポジウムを計画し、広くその妥当性を説明し
ていく。 
 
４．研究成果 
 
我々は医療現場において 5分程度で判定可

能な乳児を対象とするデジタル健診課題を
作成した。具体的には、①再注視課題、②色
と運動の統合の課題、③音声と顔動画の統合
の課題、④運動透明視の課題、⑤顔認知の課
題、の 5項目による課題である。これら 5つ
の項目は、すべて先行研究により、その発達
月齢などが確定しているものである。また各
課題は、ノイジーな医療現場や療育施設など
においても乳児の注視を確実に引き出せる



よう注意深く選定されており、さまざまな現
場で適用可能な頑強な課題となっている。デ
ジタル健診項目は、それぞれが独自の認知神
経科学的機能を想定したものとなっており、
具体的な内容に関しては以下の通りである。 
①再注視課題は、視覚をベースとする低次

の基礎的な皮質機能の測定であり、中心視野
への注意を解放して別の対象を注視する課
題である(Braddick, et al.,1992) 。中央に
イチゴが表示された後、左右どちらかにも新
しくイチゴ(ターゲット)が表示され、一定時
間経過後に終了する。2 試行行われ、試行間
で左右の位置を変える。一定時間内にターゲ
ットを注視したか、「注視する・しない・見
ず」で評定する。 
②色と運動の統合の課題は、運動視にかか

わる背側系と輪郭抽出の腹側系がかかわっ
ており(Cicerone et al., 1995)、一部領域
を異色にして動かすと主観的輪郭が知覚さ
れる課題である(Yamaguchi et al., 2008)。
2 試行行われ、明るい緑と暗い緑が上下する
画像が表示され、試行間で呈示位置を変える。
明るい緑の画像(ターゲット)を注視したか
「見比べる・左・右・判定不能・見ず」で評
定する。 

③音声と顔動画の統合課題は、声と顔の統
合は、顔認知と音声言語処理との視聴覚統合
能力の測定となっており (Patterson & 
Werker, 2002)、「あ」の音声を聞かせて「あ」
の口になっている顔を注視する課題である。
「あ」と「い」の口の顔が左右に対呈示され
「あ」の音声が流れる。2 試行行われ、男女
の顔で行い、試行間で呈示位置を変える。音
声と顔が一致する画像(ターゲット)を注視
したか、「見比べる・左・右・判定不能・見
ず」で評定する。 
④運動透明視の課題は、より高次の視覚皮

質が関わっており(Qian et al., 1994)、反
対方向に動くドットを 2つ重ねると透明な面
が知覚される課題(Kanazawa et al., 2006)
である。2 試行行われ、片側からと両側から
ドットが動く画像が表示され試行間で呈示
位置を変える。両側から流れる画像を注視し
たか「見比べる・左・右・判定不能・見ず」
で評定する。 

⑤顔の認知課題は、馴化時間と知能との関
連を検討した多くの先行研究に基づいてい
る（Kavsek, 2004; Kagan & Detterman, 1992）。
未知の女性の顔が表示され、最初の 20 秒の
注視率に基づき、最後の 20 秒の注視率が半
分以下になると自動的に終了する。総注視時
間が 60 秒以上であるか評定する。 

以上の 5課題は場当たり的に選ばれたので
はなく、診察室などのノイジーな環境におい
ても、安定して乳児の選好注視を引き出す頑
強な課題ばかりである。いずれも、乳児の注
視行動に習熟した心理学系のグループと、現

場でのテストに参加していただいた医師グ
ループとの緊密な連携によってはじめて可
能となった健診項目である。 
  このデジタル健診課題をもとに、生後 9ヶ
月-18 ヶ月の定型発達児 93 名(85 名：帝塚山
大学の被験者、8 名：中央大学の被験者)と、
兄弟姉妹が PDD もしくは医師の診察により
PDD の疑いありとされたハイリスク児 35 名
(広島市子ども療育センターの被験者) 
対象に知覚認知機能の検討を行い、デジタル
健診課題の有効性を検討した。ハイリスク児
に関しては月齢を変えて複数回のセッショ
ンを行い、合計 137 セッションの健診が行わ
れた。  
定型発達群とハイリスク群において、各健

診課題を不通過する人数の比率の差を検討
するため、χ2 検定を行った。その結果、デ
ジタル健診課題の 5課題中、①再注視課題(χ
2(1)= 6.36, p<.05)、②音声と顔動画の統合
課題(χ2(1)= 16.07, p<.001)、③色と運動
の統合課題 (χ2(1)= 9.17,p<.001)、の 3課
題について有意に人数の比率に偏りがみら
れた。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
本研究のハイリスク群の不通過率は定型

発達群に比べて高く、また早産児群でも高い
傾向がみられた。特に再注視課題と、音声と
顔動画の 統合課題、そして色と運動の統合
課題についてはハイリスク群と定型発達群
との間に有意な差がみられたことから、本健
診課題の妥当性が確認できるといえよう。し
かしわずか 2 試行で不通過を評定しており、
今後はより正確にハイリスク児と定型発達
児を識別するため、不通過の基準についてさ
らなる検討が必要である。 
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